
スマート農業技術を活用した産地づくりについて 

 

下川町スマート農業研究会 

 

 下川町スマート農業研究会は、令和元年７月に設立致しました。当町では、フルーツトマトの栽

培がメイン作物となっていることから、トマトが中心となって当研究会が活動しています。設立し

てからの主な活動と致しましては、令和元年１２月に埼玉県の株式会社ニッポーと栃木県のトマト

パークを視察し、ニッポーでは「日射比例式灌水コントローラ 灌水 NAVI」についての説明をう

け、灌水の自動化により省力化や栽培技術の平準化を図りやすいことを学び、トマトパークでは環

境制御システムについて説明を受け、ハウス内環境を測定しデータの活用方法や栽培管理について

学びました。 

また、令和２年８月には環境解析コンサルタント会社の株式会社デルフィージャパンを招き、ト

マトの圃場を巡回して栽培について指導を受たり、令和３年３月と１２月にもフルーツトマトにつ

いての、栽培及び環境制御関係の講習会を行いました。 

 

講習会開催の様子（JA北はるかホームページより） 

 

 

今後の産地としての課題は栽培技術での個人差が大きいことや、労働力不足が課題となっている

ため、環境制御システムを普及し、生産技術の平準化及び省力化を図ることが出来るよう進めてい

きたいです。 

 

（JA北はるか下川支所 営農販売課  高橋 太  01655-4-2029） 


